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14年５月１日ストライキ、本社前抗議鼓動に
東京メトロの売店で働く非正規の女性 4人は、14年 5月 1日のメ

ーデーに終日ストライキを決行した。メトロ本社前で抗議行動で立

ち上がった。正社員、契約社員 A、契約社員 Bの三つの雇用形態に、
同じ仕事をして、賃金など待遇に格差をつける。1 ヵ月の賃金は 13
万円台、貯金の余裕もなし、老後の年金も低く退職金はゼロ！悔し

涙を堪え、闘い続けた 6 年半！ 3 人(後呂良子、疋田節子、加納一
美さん)の皆さんが話しをした。「最高裁不当判決を乗り越えて」の

テーマで学習交流会が 2月 13日の午後、神保町区民館で開かれた。
交流会の冒頭は、DVD「メトロレディーブルース 5」(レイバーネ
ット制作)を上映。後呂さんの「最後の日の仕事」に心を痛めた。

最後まで罵声を発する管理職に憤りと企業の傲慢を見せつけられた。それでも「お客様ありがとうございました」

の声で切り返した。

21年春季学習交流会

最高裁不当判決を乗り越えて

労契法20条を闘い続けた6年半
メトロコマース事件

2021年2月13日 神保町区民館
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「出るクイは引き抜かれる」の言葉が身に染みた最高裁不当判決
◆後呂 良子さん

そして最高裁の不

当判決に悔し涙。「出

るクイは引き抜かれ

る」の言葉が身に染

みたと。組合を作っ

た当初は「ストライ

キは大きな組合がや

るもの」と思ってた。

14 年のストライキ予
告の記者会見に誰も

来ない。肩を落としたとき、「本社前にたくさんの支援者が来た」。団体交渉で会社が動いた。勇気と自信を持っ

た。

提訴してからは、裁判の慌ただしさから「職場の同僚に発信出来なかった反省」もあった。一審の裁判は負けた

が仲間たちの声で知った「世の中に組合差別がある」と権力は労働三権を認めない「どうしたら良いか・・・、労

働者は一つにならないといけない。

難しいけど、1 回くらいは、ゼネストやりたい。運動には組合の後ろ盾が大事です。組合組織の機能が最大限に
必要だ。「原告をも却下された瀬沼京子さんの辛さを共有するのにたくさん時間を話した」。

基本給の安さは一生つきまとう 私たちは独立してもがんばります
基本給が安いと何もかも大変、

その後の生活に重くのしかかって

くる。私は定年退職後の 6 ヵ月間
無休。退職金の必要を強く感じ、

重要を知った。慰労金でもいいか

ら退職金は絶対必要です。お金が

ないと裁判もできない。それでも

退職金の訴訟を退職後でもあるが

裁判提訴を考える。私たちは独立

しても頑張る決意です。

◆疋田節子

瀬沼が今日はでられない状況ですが、4 人で、これからも頑
張っていきたい。私ごとですが 71 歳の誕生日を迎えました。
(拍手)

◆加納一美さん

年齢的に疲れが出ますが、ゆるくても運動を続けて行きま

す。

◆話しの締めは、3人女性のコーラス♪で盛り上げた。
◆参加者 40人の拍手がメトロレディーを後押しした。

最後の仕事の日まで所長の嫌がらせが
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【伊藤レポートから】

❣2.13 メトロコマースの闘いに学ぶ
ー印象に残ったことばー

▶正規も非正規も同じ仕事をしていたのに「相違がある」なんて、裁判官は世の中のことが全くわかっていない。

使用者側に忖度するのもいい加減にしろ！

→裁判の結果に影響されない運動をすればいい！

▶ストライキをしたら、それまで動かなかった会社が動いた。しかし、それは自分たちの闘いだけではなく、今ま

での労働者の闘いの延長線上にある。闘い続けていかなければならない。

▶労契法 20条裁判では不当判決が続いている。それ以外の闘いも
含めて、組合差別が横行している。はね返すには労働者が、組合が 1つにならなければならない。闘いを 1つに
して崩せないかな。

▶退職してみて、はじめて退職金の大切さが分かった。賞与のことは考えたが、退職金のことは考えたことがなか

った。

▶労組を抜けて、あらためて組合の必要性や、どの部分を組合に守られていたのかが分かった。ただし、私たちは

脱退したのではなく独立したのだ。これからもゆるやかではあるが闘い続ける。


